
木
き

のように

　冬
ふゆ

の 間
あいだ

、木
き

は 葉
は

を 落
お

とし、枝
えだ

は はだかに なります。まるで、眠
ねむ

って

いるかの ようです。木
き

は 寒
さむ

い 季
き

節
せつ

の 嵐
あらし

を 生
い

きぬくために、冬
とう

眠
みん

して

いるのです。

　木
き

の 生
せい

命
めい

 そのもので

ある 樹
じゅ

液
えき

は、寒
さむ

い 冬
ふゆ

の

間
あいだ

、木
き

を 守
まも

るために、

樹
じゅ

液
えき

が こおる ことの 

ない、地
ち

下
か

の ずっと 

深
ふか

くの 根
ね

の 中
なか

に 

もぐって しまいます。

　春
はる

が 来
き

て、気
き

温
おん

が 上
あ

がり 地
じ

面
めん

も 暖
あたた

かく なって くると、樹
じゅ

液
えき

は 地
ち

下
か

深
ふか

くの 

根
ね

から また 上
あ

がって くるように なります。

　冬
ふゆ

の 嵐
あらし

の 間
あいだ

に、弱
よわ

ったり 

くさったりした 部
ぶ

分
ぶん

は 

落
お

とされて いきます。すると、

健
けん

康
こう

な 部
ぶ

分
ぶん

だけに 樹
じゅ

液
えき

を 

送
おく

れるように なって、木
き

は 

じょうぶで いられます。

古
ふる

く なって くちて しまった 

枝
えだ

々
えだ

が ふき飛
と

ばされるので、

新
あたら

しい 枝
えだ

が 生
は

える 余
よ

地
ち

も 

できます。



　暖
あたた

かく なると、樹
じゅ

液
えき

が 木
き

全
ぜん

体
たい

に 流
なが

れやすく なり、再
ふたた

び 枝
えだ

に 命
いのち

を もたらし

ます。まるで 死
し

んだように 見
み

える 切
き

り株
かぶ

からでさえ、芽
め

が 出
で

たり するの

です。

　樹
じゅ

液
えき

は、新
しん

せんな 

空
くう

気
き

と 日
にっ

光
こう

の 当
あ

たる

所
ところ

に 新
あたら

しい 葉
は

や 花
はな

を

付
つ

けさせます。すると、

さらに 多
おお

くの 葉
は

や 

花
はな

や 実
み

や 枝
えだ

が 育
そだ

ち、

木
き

を 美
うつく

しく して

くれます。そして、次
つぎ

の 

しゅうかくに そなえて、

もっと 多
おお

くの 実
み

が 

できるように して

くれるのです。

　地
ち

中
ちゅう

の 根
ね

は あらゆる 方
ほう

向
こう

に のびて

います。時
とき

には、水
みず

や 栄
えい

養
よう

分
ぶん

を 求
もと

めて、

非
ひ

常
じょう

に 広
ひろ

く、深
ふか

くまで のびる ことも 

あります。

　木
き

の 中
なか

には、ハチが 花
はな

の 受
じゅ

粉
ふん

を する ものも あります。それによって、

木
き

が 実
み

を 結
むす

ぶのを 助
たす

けるのです。

　木
き

は、養
よう

分
ぶん

の 多
おお

い、良
よ

い 地
じ

面
めん

に 

植
う

えられて いなければ なりません。

地
ち

中
ちゅう

深
ふか

くまで のびた 根
ね

が、十
じゅう

分
ぶん

な 水
みず

と、

土
つち

の 栄
えい

養
よう

分
ぶん

を すい上
あ

げるためです。



1　ヨハネによる 福
ふく

音
いん

書
しょ

 15:1-8を 読
よ

んでね。

　イエス様
さま

は 弟
で

子
し

たちに、

ご自
じ

分
ぶん

が 木
き

で、彼
かれ

を 

信
しん

じる 人
ひと

たちは 

枝
えだ

みたいな もので あると 

言
い

いました。1　神
かみ

様
さま

の 

み言
こと

葉
ば

と み霊
たま

が 流
なが

れると、

わたしたちは 強
つよ

くなり、

実
み

を 結
むす

ぶ ことが できる

ように なります。

　神
かみ

様
さま

の 愛
あい

と み霊
たま

の 

お手
て

本
ほん

に なる くらし方
かた

を 

すると、わたしたちは 

毎
まい

日
にち

の 生
せい

活
かつ

で 実
み

を 結
むす

ぶ

ように なります。親
しん

切
せつ

で 

おしみない 行
おこな

いは、神
かみ

様
さま

の 

よきことを 反
はん

映
えい

します。

もっと イエス様
さま

のように 

なれるように、神
かみ

様
さま

の 

み言
こと

葉
ば

の 光
ひかり

に みちびいて 

もらっているからです。

「悪
あ

しき 者
もの

の はかりごとに 歩
あゆ

まず、罪
つみ

びとの 道
みち

に 立
た

たず、あざける 者
もの

の 座
ざ

に すわらぬ 人
ひと

は さいわいで ある。このような 人
ひと

は 

主
しゅ

の おきてを 喜
よろこ

び、昼
ひる

も 夜
よる

も その おきてを 思
おも

う。このような 人
ひと

は 流
なが

れの ほとりに 植
う

えられた 木
き

の 時
とき

が 来
く

ると 実
み

を 結
むす

び、

その 葉
は

も しぼまないように、その なす ところは みな 栄
さか

える。」（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、詩
し

篇
へん

 1:1-3）

　わたしたちが どんなに 小
ちい

さくても、神
かみ

様
さま

の み霊
たま

は わたしたちの 一
いち

部
ぶ

と 

なって、わたしたちが 毎
まい

日
にち

の くらしで 実
み

を 結
むす

び、周
まわ

りの 人
ひと

たちへの 祝
しゅく

福
ふく

に

なるのを 助
たす

ける ことが できます。神
かみ

様
さま

の み言
こと

葉
ば

を 読
よ

んだり、イエス様
さま

の 

ことを 思
おも

ったり しながら イエス様
さま

と 時
じ

間
かん

を 過
す

ごすと、わたしたちの 心
こころ

は 

強
つよ

く 成
せい

長
ちょう

します。

　わたしたちは、じょうぶで 健
けん

康
こう

に 成
せい

長
ちょう

する 木
き

のように なる ことが できます。

神
かみ

様
さま

の み霊
たま

と 愛
あい

に、わたしたちの 一
いち

部
ぶ

に なって もらうなら、わたしたちの 

くらし方は、神
かみ

様
さま

や 周
まわ

りの 人
ひと

たちに 喜
よろこ

んで もらえる ものに なります。
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